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7月29日、小川文化センターアピオス･大ホールにおいて、(仮称)「空の駅」
整備事業の理解を深めてもらうための「空の駅シンポジウム」が開催されまし
た。夏休み中の日曜日にもかかわらず約200名の市民の方々が熱心に聞き
入っていました。

空の駅シンポジウム
（仮称）

第１部

シンポジウムの先頭を切って(仮称)小美玉市｢空の駅｣整備
事業推進委員会の委員長でもある筑波大学の渡和由准教授
により、空の駅施設の概要説明がありました。その中で渡先
生から、「空の駅」は“公共的な役割”と“商業的な役割”、そし
て“共同的な役割”の3つの役割を持つ施設であり、｢みんな
が楽しくいられる場づくりを目指した特徴を持っている」と
の説明がありました。さらに、コンピュータグラフィックを使
用した映像により、本物さながらの施設イメージが紹介され
ました。

本物さながらの施設イメージを共有

続いて(仮称)空の駅の駅長候補者として着任した苫米地祥文
（とまべちよしふみ）氏により、｢空の駅が目指すもの｣と題し
て講演が行われました。苫米地氏は、「道の駅とわだ」での駅
長としての経験や世界各国の地域再生の事例を紹介しなが
ら、「肝心なのは、その施設で“小美玉”がどのように表現され
るか」｢この施設に来ると、この土地の“今”がわかることが大
切｣と話し、「小美玉市の魅力を再発見し、小美玉の誇り、地
元への愛着をさらに強く感じる施設にしたい」と思いを語
りました。

小美玉市の誇り地元への愛着を
さらに強いものに

1．映像を使った「空の駅」施設イメージ説明 ２．「空の駅がめざすもの」
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専門家
パネラー

第２部では、渡准教授をコーディネーターに｢こんな空の駅
にしよう｣と題して、専門家２名、市民代表２名の計４名のパ
ネラーによるパネルディスカッションが行われました。パネ
ラーの方々は、外から見た小美玉市の魅力や空の駅に期待
することなど、それぞれの立場から熱心に意見を交わしてい
ました。

空の駅に来ると、食べたい物がある。買いたい物もある。楽
しく体験できる。そして会いたい人もいる。こんな施設であ
って欲しい。また、人気のある直売所は女性が元気である。
キーワードは、農と食と本物のモノづくりと女性である。

楽しく学べる施設づくりを目指したい！

地域のすばらしい食材を発掘できるレストラン
レストランが生産者の都合に合わせていくことが求めら
れているのかもしれない。そして、レストランの運営やメ
ニュー開発に地域の方々が参加する仕組みをぜひ、作っ
ていきたい。

子育て中の女性にとって、社会復帰は重要なテーマ。母
親同士が支えあい、自己実現しながら利益を産み出せる
「場」があったら素敵だと思う。施設を生き物のように捉
え、常に更新、向上できる施設であって欲しい。

チャレンジショップに期待！

小美玉には豊かな農畜産物がある。そして、多くの加工品
やオリジナル商品がそろう直売所は、魅力がある。けれど
も、女性が加工所を作るのには、勇気がいる。そんな女性
たちを支援してくれる空の駅であって欲しい。

女性の｢加工品づくり｣を応援！

空の駅には、可能性と期待が
いっぱい！
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リアルタイムの空の駅活動を
ご覧になりたい方は、
ぜひ facebookへどうぞ～

空の駅 facebook 検索

きていきていきて

Q＆A
コーナー          ｢空の駅｣の｢空｣とは？ A ｢空｣は夢･共有･創造の象徴

としてのデザインコンセプトです。しかし、施設内容からすると必ずし
も｢空｣との結びつきが明確ではないことから、現時点では、仮称であ
り、今後、正式名称及び愛称を募集したいと考えています。 

2Q

          差別化はどのように？ A 小美玉の歴史や文化に由来し、
小美玉の農家や商業者が小美玉の農産物を使って、作る加工品や工
芸品をあつかうだけでも差別化の大きな要素となると考えています。

3Q

         　  乳製品加工施設に期待。 A 導入する機能の１つとし
て“地域の魅力向上機能”を掲げ、小美玉ブランドを製造する具体的
な手段として整備するものであり、かつ、整備にあたっては、商品の
製造過程の見学や、ヨーグルトやアイスの手作り体験、できたて乳製
品の試食・購入等“見て・作って・味わう”ことのできる機能を取り入れ
ていきます。 

1QQ

パネルディスカッション

第2部

       参加者から３つのご質問を承りました。 

製品加

     

小松﨑
由美子氏

市民
パネラー

保田
しつ子氏

市民
パネラー

鎌田
定宗氏

専門家
パネラー

本山
岳志氏

開 催 情 報

　8月29日 市役所(美野里)
　9月　5日 コスモス(玉里)
　9月12日 アピオス(小川)
　9月19日 みの～れ(美野里)
　9月26日 コスモス(玉里)
10月　3日 アピオス(小川)
10月10日 みの～れ(美野里)
10月17日 コスモス(玉里)
10月24日 小川公民館(小川)
10月31日 市役所(美野里)

市民の方々に愛着を持たれる施設づくり
にご協力をお願いします。

空の駅に対する

などなど、アイディア

要望

疑問

期待
対すするる

意見

小美玉市産業経済部空港対策課　TEL 0299-48-1111（内１１７２）問 い 合 わ せ

毎週水曜日に、
「空の駅説明会」を開催します
美野里地区、玉里地区、小川地区を順番に回ります。第１回目は、美野里地区です。

８月29日～10月31日まで、連続10回

全日程　19:00 ～



18平成 24年８月 16日　広報おみたま

　市では、在宅の寝たきり高齢者または認知症高齢者等に介護を行っているご家族へのご苦労に報いるため

「家族介護慰労金」の支給事業を実施します。

支給対象者

次のすべてに当てはまる方

①小美玉市に住民票がある方

②要介護４または５（相当する者を含む）と認定された高齢者（昭和２２年７月３１日

までに生まれた方）を在宅で常時介護する同居者

③市民税非課税世帯に属する方

支給条件等

平成２３年８月１日から平成２４年７月３１日までの間に介護保険サービスを利用してい

ないこと。（ただし、１週間以内のショートステイの利用は除く）

３カ月以上の入院をしていないこと。
支　給　額 年額１０万円

【申請期限】１１月３０日（金）まで

【申請方法】支給申請書に必要事項を記入のうえ提出してください。

※申請書は下記提出場所にあります。

【提出場所】

・介護福祉課 ( 玉里総合支所内 ) ( 小美玉市上玉里 1122）

【相談 ･問い合わせ】 介護福祉課 ( 玉里総合支所内 )　☎：48-1111( 内線 3113)

～国民年金保険料免除のお知らせです～
東京電力福島第一原子力発電所の事故により、「避難指示」や「屋内退避」の指示を
受けた地域に住所があった被保険者のみなさまへ

　東京電力福島第一原子力発電所の事故により、避難指示・屋内退避指示を受けた次の市町村に、平成２３

年３月１１日時点で住所を有していた方は、ご本人が申請することにより、ご本人の所得については被災者

の特例が受けられます。

〈対象となる福島県内の市町村〉

　田村市　南相馬市　伊達郡川俣町　双葉郡広野町　双葉郡楢葉町　双葉郡富岡町　双葉郡川内村

　双葉郡大熊町　双葉郡双葉町　双葉郡浪江町　双葉郡葛尾村　相馬郡飯館村　（以上１２市町村）

〈対象となる期間〉

　免除・若年者納付猶予：平成２４年７月～平成２５年６月分

　学 生 納 付 特 例：平成２４年４月～平成２５年３月分

小美玉市家族介護慰労事業のご案内小美玉市家族介護慰労事業のご案内

H24.10.13 商品交換会 羽鳥　タヤマ時計店 H25.3.24 商品交換会東京スカイツリーご招待抽選会
小川文化センター
｢アピオス｣

H24.11.14 りんご狩りご招待 大子　上久保果樹園 H25.4　 お楽しみ会 さくらフェスティバル会場

H24.12.　2 シクラメン交換会 商工会　小川支所
中野谷　かめだや前 H25.5　 東京スカイツリーご招待 東京方面

※日時･イベント等が変更になる場合があります。
◎ポイントカードを忘れてお買い物をしたときは、レジ係へお申し付けください。預り証を発行して、次回ポイントを印字します。

＜＜年間イベントのお知らせ＞＞　　　　おみたまポイントカード会

水戸南年金事務所　☎：029-227-3251
市民課　年金係　☎：48-1111( 内線 1108)

【問い合わせ】
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「小美玉市食生活改善推進員になるための
養成講座」を開催します

　私たちの食生活は便利で豊かになりました。最近、

生活習慣病（がん、心疾患、脳血管疾患など）の増加

や子どもの食の「心の健康」への影響など、毎日の食

生活の重要性が盛んに言われています。正しい食生活

は、毎日を健康に過ごしていくうえでの基本です。し

かし、自分一人で考え改善していくことはとても大変。

そのようなとき、食生活の改善方法、料理について相談にのってくれる人が身近にいたらどうでしょう。

それが、食生活改善推進員です。

　食生活改善推進員となるためには、養成講座を受けることが必要です。その後、協議会に自ら入会し

て会員となり活動が始まります。小美玉市では下記のとおり養成講座を実施します。市民一人ひとりの

健康づくりのために地域で支援活動をする食生活改善推進員になっていただける方を募集します。

【受講対象者 ･募集人数】

　小美玉市在住で食生活改善推進員として地区活動のできる方４０名

　※養成講座は下記の５回参加していただける方になります

　※参加できない日程がある場合はご相談ください

　９月２８日 ( 金 )　１０月１７日 ( 水 )　１１月２２日 ( 木 )

　１２月７日 ( 金 )　１月２５日 ( 金 )

【実施主体】小美玉市

【実施会場】小川保健相談センター ( 小美玉市小川２－１)

【問い合わせ ･申込方法】

　住所・氏名・生年月日・電話番号を添えて下記までお申し込みください。

　申込先：小川保健相談センター　☎：58-1411　ＦＡＸ：37-1015

　期　限：９月１０日 ( 月 )　※定員になり次第締め切らせていただきます。

食生活改善推進員とは
“私たちの健康は私たちの手で”

をスローガンに、食を通したボラ

ンティア活動をしている団体で

す。愛称は「ヘルスメイト」

満点カードは、

１枚５００５００円
として使えます。

おみたまポイントカード会事務局 ( 小美玉市商工会 )
小美玉市部室 1111 ｰ 3　　TEL.0299-48-0244　　HP　http://omtp.fdblog.jp/category/1374468.html

貯めて使おう満点カード !!

※おみたまポイントゆめカードは、小美玉市内等の加盟店で使用できる
　お得なポイントカードです。
※加盟店一覧は小美玉市商工会ホームページからご覧いただけます。

いつでも

玉市内等の加盟店で使用できる

教　育　助　成　券
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竹原学区コミュニティ
H24.7.1
ふるさとウォッチング＆ウォーキング

与沢地区 (与沢さわやかパトロール隊 )
H24.6.24　紋谷池周辺の草刈清掃活動

元気な玉里北小区をつくる会
H24.7.22　夏まつり

まちづくり組織の活動紹介

お！みた !! まちづくりお！みた !! まちづくり

【学区まちづくり組織】
会　長：石﨑　渡
設　立：平成１９年７月
構　成：７００世帯さわやかな野田をつくる会

　さわやかな野田をつくる会は、野田小学
校区内８行政区 ( 野田官舎、清水頭一部世帯
を含む ) の全世帯で構成される学区コミュニ
ティ組織です。
　まだ発足６年目の若い団体ですが、学区内

住民のきずなづくり、学区内防犯、( 野田小 ) 学校運営への助言、地
域住民の健康づくり、スポーツ振興、学区内情報の発信等々その活動
範囲は多岐にわたります。
　そんな多岐にわたる活動の一つとして今年で４回目を数える「健康
まつり」があり、運動会を中心に体力測定、健康相談などを実施して
います。この健康まつりは学区内住民が毎年楽しみにする行事に育ち
つつあり、毎年参加者を増やしてきました。今年は１０月２８日 ( 日 )
に実施予定で、全国的に活躍する大洗高校マーチングバンド部の出演
も予定しております。
　また、昨年は野田小学校と一緒に活動する防犯ボランティア「野田っ
子まもローズ」がその実績を認められ、文部科学大臣賞をいただきま
した。子どもたちが安心して住める地域はみんなが安心して住める地
域となるはずです。私たち団体は防犯活動についても更に充実させる
ため、今年は交通安全指導の専門家を担当部会長にむかえ、活動の強
化を行っています。

まちづくり組織紹介

①①

②②
①「健康まつり」のつなひき競技

②野田っ子まもローズ協力者の表彰
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健 康 バ ン ザ イ ・ ニ ュ ー ス ポ ー ツ
フ ェ ス テ ィ バ ル を 開 催

交 通 安 全 母 の 会 が 施 設 を 慰 問

茨 城 空 港 タ ー ミ ナ ル ビ ル で
理 容 ま つ り を 開 催

　小美玉市スポーツ推進委員会 ( 山口芳夫委員長 ) では、

スポーツ推進員と体育協会の協力を得て、６月２４日に

玉里総合運動公園を会場にニュースポーツフェスティバ

ルを開催しました。

　４コートバレーボールには、家族や友だち、職域などから初めて参加した方が多数でしたが、「簡単なルー

ルで誰でもできる」「今度は子どもと参加してみたい」など好評でした。

　グラウンドゴルフには、１６３名のエントリーがあり、日頃鍛えた腕前を存分に発揮し、成果を競い合い

ました。

　当日は天候にも恵まれ、参加した皆さんはさわやかな汗を流し、笑顔でニュースポーツを楽しみました。

《４コートバレーボールの部》

優　勝　ミノリテックＡ

準優勝　ＯＭＴ１１

３　位　ミノリテックＢ

《グラウンドゴルフの部》

優　勝　田村　宗之助（山川）

準優勝　村山　喜一 ( 下馬場 )

３　位　坂場　四郎　( 飯前 )

　小美玉市交通安全母の会 ( 久保田テル会長 ) は、毎年恒例行

事となっている施設慰問を７月１８日に実施しました。

　慰問先は特別養護老人ホーム百里サンハウスで、久保田会長

と会員の代表者２名が慰問し、交通安全母の会会員が使用しな

くなったタオルで作成して雑巾やオムツを持ち寄り、「何かに

役立てていただければ。お体に気をつけて」と願いを込め届け

ました。

　慰問を受けた施設職員は、「ぜひ活用させていただきます」と、

感謝の気持ちを伝えていました。

　７月１６日、茨城空港ターミナルビルで理容まつりが開催されまし

た。

　このイベントは茨城県鉾田理容組合加盟店の皆さんにより行われた

もので、チャリティカットや衿剃りなど、磨きぬかれたその腕前が披

露されるとともに、癒しの耳エステなど理容業界が取り組んでいる業

務内容が紹介されました。この日はたくさんの理容師の方が集合。来

場者との会話の中で、頭皮に関する相談に気軽に応じる姿も多く見ら

れました。

　このイベントを企画した理容組合鉾田支部では「地域に根ざした理

容組合加盟店の皆さんの持つ信頼の技術と知識を、たくさんの方に

知ってもらいたい」と話されていました。

わわ だだ いい
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新 入 団 員 規 律 ・ 資 器 材 取 扱 訓 練 及 び 水 防 訓 練
　消防本部・消防団では、６月３日、下玉里地内民家園及び権現山駐車場で、平成２４年度新入団員を対象

に訓練礼式・資器材取扱訓練、梅雨入りと台風シーズンを前に水防工法訓練を実施しました。

　新入団員規律・資器材取扱訓練は、消防団長以下５２名が参加し、消防団長の指揮のもと消防団本部員が

新入団員に対し厳正な規律の保持と迅速的確で秩序ある部隊行動などの消防諸般の要求に適応する基礎づく

りの訓練を実施しました。

　水防工法訓練は、消防団長以下１２３名が参加し、玉里消防署員による土のう作成及び工法要領の説明の

後、土のう作成及び工法訓練を実施し、消防団長に講評をいただきました。台風や集中豪雨などによって水害、

土砂災害が発生したとき、被害を最小限にくい止めるための水防工法の知識・技術の習得という訓練目的を

達成することができました。

　消防本部では、今後も消防団と連携し、実践的な訓練を継続し、地域住民の安全・安心の確保のために日々

邁進してまいります。

県 を 越 え て 生 ま れ た 絆 　 女 性 会 交 流 会

高 萩 市 か ら 花 器 が 寄 贈 さ れ ま し た

　７月２４日、生涯学習センターコスモスで小美玉市女性会２８名と宮

城県岩沼市婦人会２３名の交流会が行われました。今回の交流会は、小

美玉市女性会が東日本大震災で被災した岩沼市に支援物資を送り、その

後、義援金と手作りの支援品をもって女性会玉里支部が研修で岩沼市を

訪れた際に交流を深めたことにより実現しました。

　交流会は、手作りのお土産品で岩沼市婦人会の皆さんを歓迎し、それ

ぞれの会長のあいさつ、フリートークと、互いの現状や課題を話しあう

など活発な交流が図られました。交流会を終えて、小美玉市女性会の会

員からは ｢元気で再会できてよかった｣ ｢昨年訪問したときよりも若々しくなっていた｣

｢一日も早い復興を望みます｣ ｢被災の現況や災害に備えた心構えの話を聞けてよかった｣

との声がありました。また、交流会中の談話で｢家が津波で流されてしまい苦労している。

でも家族がみんな無事でよかった｣ という話を聞くと涙して悲しみを共感する姿や励ま

しの言葉を送る姿も見られました。

　終了後は、「必ずまた会いましょう」と笑顔で握手をしながら別れを告げ、３度の交流

を誓い合いました。

　近世江戸初期の大名・戸沢政盛公（１５８５～１６４８）が小美玉市小川地区と高萩市を治めていた縁から、

７月２３日、草間吉夫高萩市長が小美玉市役所を訪れ、島田市長と会談し、

今後政盛公の事績を通して両市の交流を深めていくこととなりました。

　会談後、政盛公が岩城街道（陸前浜街道、現在の国道６号）沿いに植樹

したとされる「北宿並木一本松」から製作された花器が高萩市から小美玉

市へ寄贈されました。

　「北宿並木一本松」：街道沿いに植えられた７２本の松のうちの最後の１

本。松くい虫の被害から平成２２年に伐採されたのち、家具や調度品が製

作されました。

　小美玉市における政盛公の事績については、２５ページで紹介していま

すので、ご覧ください。
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“ 社 会 を 明 る く す る 運 動 ” が 実 施 さ れ ま し た

市 民 の 人 権 を 護 る  ～ 人 権 擁 護 委 員 ～

　法務省が主唱する「社会を明るくする運動 ( 通称：社
しゃめい

明運動 )」は、昭和２６年からはじまり、毎年７月は、

強調月間に位置づけられています。

　６月２７日には、法務大臣からのメッセージが小美玉市保護司会の永井会長から市長に伝達されました。

社明運動の一環である街頭キャンペーンは、７月

１日、２日、８日に実施されました。１日はカス

ミ小川店・エコス小川店で、２日は羽鳥駅前で、

８日はセイミヤアスタ玉里店で行われました。行

き交う人に、ちらし、うちわ、ティッシュ、ボー

ルペンなどの啓蒙品を手渡しながら、犯罪のない

明るい社会の実現を呼びかけました。

　保護司や更生保護女性会は、日ごろから犯罪や

非行をした人たちの立ち直りを支えるとともに、

犯罪や非行の予防に関する取り組みを行い、地域

に暮らす方々で支え合っていく社会環境が醸成さ

れるよう様々な奉仕活動を行っています。

　このほど、人権擁護委員を退

任された笹目秋子さん（高崎）

が、多年にわたり国民の人権擁

護と人権思想の普及高揚にご尽

力された功績を認められ、法務

大臣から感謝状が贈られました。

７月２７日には、市役所市長室

で伝達式が行われました。また、

笹目さんの後任として長谷川光

男さん（高崎）、同じく退任され

た北川克子さん（田木谷）の後

任として藤井明良さん（田木谷）、

任期満了に伴い再任された柳澤よしえさん（部室）の３名が、市長から委嘱状の伝達を受けました。

　人権擁護委員とは、法務大臣から委嘱を受け、市町村の区域で人権擁護活動を行う方で、日常生活の中で

人権尊重思想の普及高揚を図るとともに、人権侵害による被害者を救済し、人権を擁護していくという考え

から設けられたものです。

　笹目さん、北川さんにおかれましては、本市の人権擁護と人権思想の普及高揚に向けたさまざまな取り組

みを行っていただいたことに深く感謝します。長谷川さん、藤井さん、柳澤さんにおかれましては、今後の

本市におけるさらなる人権擁護の推進活動にご協力をお願いします。

キ レ イ な 霞 ヶ 浦 を と り 戻 そ う ！
玉 里 東 小 で 霞 ヶ 浦 湖 岸 沿 い に ア サ ザ 植 え 付 け
　７月１７日、玉里東小の全校児童 ･教員 ･ボランティアで参加した保護者らに

よって霞ヶ浦湖岸沿いの環境整備が行われました。学年ごとに役割が分担され、

１年生から３年生は湖岸沿いのゴミ拾いを、４年生から６年生はアサザの植え付

けを行いました。

　植え付けに当たっては、アサザ基金、常陸小

川ライオンズクラブの協力を受けて行われまし

た。例年の行事となっているこのアサザ植え付

けですが、昨年は震災の影響があり植え付けを

行うことができませんでした。１年越しという

こともあり、子どもたちはとても楽しそうにワ

クワクしながら霞ヶ浦に入っていきました。

左から柳澤さん、藤井さん、長谷川さん
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　市では、地震や武力攻撃などの災害時に、国から送られてくる緊急の情報を、

瞬時に伝達することができる全国瞬時警報システムＪ－ＡＬＥＲＴ（ジェイ・ア

ラート）を、７月１日から自動発報に切り替えました。

　９月１２日に消防庁が行う全国一斉自動放送等試験に参加し、防災行政無線に

より試験放送をします。試験日時や放送内容は、次のとおりです。

■試　験　日　９月１２日（水曜日）
■時　　間　１０：００頃・１０：３０頃の２回
■放送内容
　｢これは試験放送です｣ ( ３回繰り返し )
　｢こちらは、防災おみたまです｣
　⇒終話のチャイム

　注）小美玉市以外の地域でも、全国的に各市町村の情報伝達手段で
　　　試験が実施されます。

【問い合わせ】 地域振興課　市民安全係　☎：48-1111( 内線 1132)

防災行政無線を用いた全国一斉の防災行政無線を用いた全国一斉の
緊急情報伝達試験が行われます緊急情報伝達試験が行われます

小川南中学校のいいとこ紹介

生徒が主役の小川南中～活発な生徒会活動～生徒が主役の小川南中～活発な生徒会活動～

学級対抗で盛り上がる学校行事・学校生活学級対抗で盛り上がる学校行事・学校生活

　小川南中学校では、学校生活をさらに向上させるために何を行えばよいのか、生徒会本部や各委員会が独
自の方法で活動内容を考えています。自分たちが考えた活動を、自分たちの手で行うことによって、自主的
に活動する生徒の育成を目指しています。活動の一部を紹介します。

　生徒会本部、保健委員会に
よる「ボトルキャップキャン
ペーン」。キャップ 800 個でワ
クチン１本にかえることがで
きます。

校内陸上競技大会

校歌コンクール

体育祭（競技の部、応援の部）

合唱コンクール

学級旗コンクール

学 校 行 事

　安全整備委員会主催による
「全校クリーンアップ作戦」。
地域の美化に南中の生徒が貢
献しています。

美化コンクール（安全整備委員会主催）

給食強化チェック（給食委員会主催）

身だしなみ点検（生活向上委員会主催）

ハンカチ点検（保健委員会主催）

縄跳び集会（体育委員会主催）　　他

専門委員会キャンペーン 校内陸上大会表彰の一コマ

　体育委員会による「縄跳び
集会」。学級対抗制をとってい
るので、どのクラスも練習に
熱が入り、学級が一つになり
ます。

　生活向上委員会による「あ
いさつ運動」。これは、生徒、
保護者、職員合同の「朝の心
の交流運動」として、毎日行
われています。

　学校行事や生徒会専門委員会主催の各種キャンペーンは、すべて学級対抗制をとっています。年度末に年
間最優秀クラスが決定し表彰されることになります。どのクラスもやる気満々で、とても盛り上がっています。
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前
回
、
紹
介
し
た
『
小
川
稽
医

館
の
碑
』
に
「
慶
長
中
戸
澤
右
京

亮
政
盛
封
焉
政
盛
移
封
於
手
綱
城

之
後
即
以
其
地
益
入
我　

威
公
封

域
之
中
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
水
戸
藩
に
な
る
以
前
に

は
、小
川
に
戸
沢
政
盛
と
い
う
〝
殿

様
〞が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

慶
長
七
年(

一
六
〇
二)

五
月
、

常
陸
を
統
一
し
た
佐
竹
義
宣
が
出

羽
秋
田
に
国
替
え
と
な
っ
た
の

ち
、
角か

く
の
だ
て館
城
主(

秋
田
県
仙
北
市)

戸
沢
政
盛
は
、常
陸
国
多
賀
郡(

高

萩
市)

と
茨
城
郡(

旧
小
川
町
な

ど)

に
四
万
石
が
与
え
ら
れ
、
の

ち
の
常
陸
松
岡
藩
主
と
な
り
ま
し

た
。
翌
年
六
月
、
政
盛
は
小
川
小

学
校
周
辺
に
あ
っ
た
小
川
城
に
入

城
し
ま
す
。

　

戸
沢
家
は
、
平
忠
正(

平
清
盛

の
叔
父)

の
子
、
平
維こ

れ
も
り盛
を
祖
と

し
て
い
ま
す
が
、
奥
州
藤
原
氏
の

郎
党
で
あ
っ
た
と
の
説
も
あ
り
ま

す
。
平
維
盛
の
子
、
衡ひ

ら
も
り盛
の
代
に

な
る
と
、
滴し

ず
く
い
し石
庄(

岩
手
県
雫
石

町)
に
本
拠
地
を
構
え
る
よ
う
に

な
り
、
室
町
時
代
に
は
本
拠
地
を

角
館
に
移
し
ま
す
。

　

政
盛
の
父
、
盛
安
は
「
鬼
九
郎
」

の
異
名
で
名
将
と
謳う

た

わ
れ
、
東
北

地
方
の
有
力
戦
国
大
名
の
一
人
に

の
し
上
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
天

正
十
八
年(

一
五
九
〇)

、
豊
臣

秀
吉
の
小
田
原
征
伐
で
は
、
東
北

地
方
の
大
名
の
中
で
い
ち
早
く
参

陣
し
ま
す
が
、
陣
中
に
て
二
十
五

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
政
盛
は
嫡
男
で
し
た
が
、

父
、
盛
安
死
去
の
際
、
六
歳
で
し

た
の
で
、
盛
安
の
弟
、
光
盛
が
家

督
を
継
承
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

二
年
後
、
光
盛
は
死
去
し
て
し
ま

い
ま
す
。
政
盛
は
八
歳
で
戸
沢
家

の
〝
主

あ
る
じ

〞
と
な
り
ま
し
た
。
天
正

二
十
年(

一
五
九
二)

の
こ
と
で
す
。

　

話
し
を
も
と
に
戻
し
ま
す
。

十
九
歳
の
時
に
小
川
城
入
城
を
果

し
た
政
盛
で
す
が
、
水
の
便
が
悪

い
と
の
理
由
か
ら
、
慶
長
十
年

(

一
六
〇
五)

、
多
賀
郡(

高
萩
市)

の
竜た

つ

ご

や

ま

子
山
城
を
改
築
す
る
許
可
願

を
幕
府
に
提
出
し
ま
し
た
。
翌
年
、

改
築
が
完
成
し
て
、
小
川
城
か
ら

竜
子
山
城
に
移
り
、
城
の
名
前
を

松
岡
城
と
改
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
政
盛
は
、
慶
長
十
九

年(

一
六
一
四)

の
大
阪
冬
の
陣

で
は
、
松
岡
か
ら
出
陣
し
て
小
田

原
城
に
詰
め
守
衛
に
あ
た
り
、
翌

年
の
大
阪
夏
の
陣
で
は
、
江
戸
城

を
守
衛
し
て
い
ま
す
。

　

小
川
領
に
お
け
る
戸
沢
氏
の
支

配
は
、
慶
長
八
年(

一
六
〇
三)

〜
元
和
八
年(

一
六
二
二)

の

約
二
十
年
間
で
す
が
、
慶
長
十

年(

一
六
〇
五)

ま
で
の
４
年
間

は
、
本
城
を
小
川
城
に
置
き
ま
し

た
。
本
拠
を
松
岡
城

に
移
し
た
後
は
、
小

川
領
に
は
、
代
官
と

し
て
小
山
壱い

き岐
と
片

岡
杢も

く

の

す

け

之
助
を
駐
在
さ

せ
ま
し
た
。『
出
羽
国

最
上
郡
新
庄
古
老
覚
書
』
に
よ
る

と
、
茨
城
郡
下
に
は
、
小
河
本
郷
、

野
田
村
、
川
戸
村
、
世(

与)

沢
村
、

こ
ば
な
わ(

小
塙)

村
、
い
い
岡

村(

飯
前
）、
せ
ら
く(

世
楽
）
村
、

吉
か
け(

吉
影)

村
上
下
、
芝
高

村
、
生
井
沢
村
、
秋
葉
村
、
芦
黒
村
、

鳥
羽
田
村
、
持
地
村
、
下
青
柳
村

が
領
地
で
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

小
川
時
代
に
お
け
る
政
盛
の

足
跡
は
、
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
下
馬
場
鹿
島
神
社

の
棟
札
に
政
盛
の
名
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
棟
札
は
、
天

正
年
間
に
焼
失
し
た
鹿
島
神
社

を
再
建
し
た
際
の
も
の
で
、
年

代
は
、
戸
沢
領
で
あ
っ
た
慶
長

十
七
年
（
一
六
一
二
）
で
、
政

盛
が
二
十
八
歳
の
時
の
も
の
で

す
。
棟
札
に
は
「
当
檀だ

ん

な那
戸
沢
右

京
太
夫
安
盛
公　

臣
下 

戸
沢
四

郎
兵
衛
盛
経　

戸
沢
勘
兵
衛
清

重
」
と
あ
り
ま
す
。
政
盛
は
、
慶

長
十
四
年(

一
六
〇
九)

に
「
安

盛
」
か
ら
「
政
盛
」
と
改
名
し
て
、

従じ

ゅ

ご

い

の

げ

う

き

ょ

う

の

す

け

五
位
下
右
京
亮
に
任
官
、
譜ふ

だ

い代

大
名
に
列
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
慶

長
十
七
年
の
棟
札
で
す
の
で
、
本

来
で
あ
れ
ば
、「
政
盛
」
で
あ
る

は
ず
で
す
が
、
な
ぜ
か
「
安
盛
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
元
和
八
年(

一
六
二

二)

、
政
盛
は
、
新
庄
藩(

山
形

県
新
庄
市)

六
万
石
に
加
増
さ

れ
、
領
地
替
え
と
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
小
川
領
七
千
石
は
、
親
藩

で
あ
る
水
戸
藩
に
編
入
さ
れ
ま

す
。
小
川
城
跡
は
、
水
戸
藩
の
御

殿
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
ち
、
水

運
を
掌
る
小
川
運
送
方
役
所(

寛

永
年
間
〜
一
八
〇
三)

、
郷
医
の

医
学
修
練
所
で
あ
る
小
川
稽
医
館

(

一
八
〇
四
〜
一
八
六
四)

、
小
川

小
学
校(

一
八
七
三
〜)

と
変
遷

し
て
い
る
た
め
、
城
館
跡
と
し
て

の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。

(

玉
里
史
料
館 

学
芸
員 

本
田
信
之)

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
㉑㉑

近
世
大
名

近
世
大
名･･

戸
沢
政
盛
公
の
足
跡　

戸
沢
政
盛
公
の
足
跡　

～
下
馬
場
鹿
島
神
社
の
棟
札
～

～
下
馬
場
鹿
島
神
社
の
棟
札
～

戸沢政盛公肖像画戸沢政盛公肖像画
( 写真提供 : 高萩市 )( 写真提供 : 高萩市 )

下馬場鹿島神社の棟札
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こ
の
大
会
は

｢

健
や
か
爽
や
か

歩
い
て
日
本
を
元
気
に
！｣

を

テ
ー
マ
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
し

て
健
康
の
維
持
増
進･

地
域
の
自

然･
歴
史･

文
化
に
触
れ
、
地
域

社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
四
季
の
花
木
と
癒
し

の
ス
ポ
ッ
ト
池
花
池
を
め
ぐ
る

｢

茨
城
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
美
野
里･

四
季
の
道
コ
ー
ス｣

を
歩
き
ま
す
。

小
中
学
生
の
皆
さ
ん
も
ご
家
族

揃
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
９
月
17
日(

月)

祝
日

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

※
雨
天
決
行

【
集
合
場
所
】
常
磐
線
羽
鳥
駅
東

口
広
場(

駅
前
に
有
料
駐
車
場
有

り)

【
コ
ー
ス
】
羽
鳥
駅
〜
池
花
池
〜

四
季
健
康
館
〜
花
木
セ
ン
タ
ー
〜

羽
鳥
駅
の
約
11
㎞

【
参
加
費
】
大
人
３
０
０
円(

保
険

･

資
料
代　

当
日
徴
収)

中
学
生

以
下
は
無
料

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
昼
食
、
汗

拭
き
タ
オ
ル
な
ど

【
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ
】

ウ
ォ
ー
ク
日
本
１
８
０
０
小
美
玉

市
大
会
事
務
局　

大
澤

〒
３
１
５

－

０
０
０
１　

石
岡
市

石
岡
２
１
９
５

☎
＆F

A
X

：
22

－

５
０
３
５

【
主
催
】
茨
城
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会

　

昭
和
館
は
、
戦
中
・
戦
後
の
暮

ら
し
を
後
世
代
に
伝
え
る
た
め
の

国
立
施
設
で
あ
り
、
平
成
11
年
の

開
館
以
来
、
多
く
の
方
々
に
ご
来

館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

館
内
の
「
常
設
展
示
室
」
で
は
、

昭
和
10
年
頃
か
ら
昭
和
30
年
頃
ま

で
の
実
物
資
料
・
写
真
・
映
像
な

ど
の
展
示
を
通
じ
て
、
戦
中
・
戦

後
の
国
民
生
活
上
の
労
苦
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
特
別
企
画
展
」
を
春

期
と
夏
期
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
一
同
、
皆
様
の
ご
来
館
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

〒
１
０
２

－

０
０
７
４　

東
京
都

千
代
田
区
九
段
南
１

－

６

－

１

☎
03

－

３
２
２
２

－

２
５
７
７

【
研
修
期
間
】

９
月
８
日(

土)

〜
12
月
31
日(

月)

(

う
ち
講
習
期
間
は
19
日)

【
申
込
締
切
】

８
月
31
日(

金)

ま
で

【
実
施
場
所
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

百
里

サ
ン
ハ
ウ
ス(

小
美
玉
市
下
吉
影

２
４
３
７

－

１
０
９)

【
受
講
資
格
】

原
則
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

事
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
希
望
す

る
方
、
従
事
す
る
こ
と
が
確
定
し

て
い
る
方
、
ま
た
は
す
で
に
従
事

し
て
い
る
方(

年
齢
制
限
18
歳
以

上
60
歳
未
満)

【
募
集
定
員
】

40
名
程
度(

先
着
順)

【
申
込
方
法
】

申
込
書
に
現
金
を
添
え
て
次
の
申

込
先
ま
で
直
接
申
し
込
む
か
、
現

金
書
留
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
申
込
先
】

〒
３
１
１

－

３
４
０
６　

小
美
玉

市
下
吉
影
２
４
３
７

－

１
０
９

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

百
里
サ

ン
ハ
ウ
ス

【
受
講
料･

実
習
費
用
】

受
講
料
は
無
料

テ
キ
ス
ト
代
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
テ
キ
ス
ト
２
級
課
程(

長
寿

社
会
開
発
セ
ン
タ
ー)

と
し
て

６
，
８
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
法
人
武
仁
会　

特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム　

百
里
サ
ン
ハ
ウ

ス　

施
設
長

：

鬼
沢
喜
代　

担

当

：

鈴
木
泰
子

☎
０
２
９
９

－

54

－

０
０
２
９

【
不
動
産
取
得
税
と
は
】

　

土
地
を
取
得
、
及
び
建
物
を
建

築
、
取
得
等
し
た
と
き
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。
不
動
産
取
得
税

の
税
率
は
、
土
地
と
建
物
及
び
そ

の
用
途
で
税
率
が
異
な
り
ま
す
。

店
舗･

事
務
所
な
ど
の
建
物
は

４
％
で
、
住
宅
及
び
土
地
は
３
％

で
す
。

★
税
額
の
算
出
方
法　

↓　

固
定

資
産
評
価
額
×
税
率
＝
税
額　

と

な
り
ま
す
。(

固
定
資
産
評
価
額

と
は
市
町
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格)

【
軽
減
に
つ
い
て
】

　

住
宅･

住
宅
用
土
地
な
ど
を
取

得
し
た
場
合
、
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
等
の
災
害
に
よ
り
家
屋･

土

地
が
被
災
し
た
場
合
、
一
定
の
要

件
を
満
た
せ
ば
申
請
に
よ
り
軽
減

措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

《
土
地
に
対
す
る
軽
減
措
置
》

１
．
宅
地･

宅
地
比
準
土
地
は
固

　

定
資
産
評
価
額
の
特
例
控
除

実　施　場　所 実施している課

小美玉市役所本庁 市民課、医療保険課、会計課、税務課 ( 税に関する証明 )、収納対策課 ( 納付書再発行 )

小川総合支所 総合窓口課

( 戸籍関係、住民票関係、印鑑登録、印鑑証明、税の証明、納付書再発行、国民健康保険関係、

医療福祉関係、マル福、後期高齢者医療関係、市税等の収納 )玉里総合支所

※他市町村や関係機関への照会、確認が必要な場合は、即日対応できない場合もあります。あらかじめご了承ください。

※ご不明な点については、事前に担当課へお問い合わせください。

９月の窓口業務延長日は５，１２，１９，２６日（毎週水曜日）です。

平成24年9月の窓口業務延長日平成24年9月の窓口業務延長日

情
報
ガ
イ
ド

ウ
ォ
ー
ク
日
本
１
８
０
０

小
美
玉
市
大
会
参
加
者
募
集

ウ
ォ
ー
ク
日
本
１
８
０
０

小
美
玉
市
大
会
参
加
者
募
集

昭
和
館
で
展
示
会
が開

催
さ
れ
ま
す

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

(

２
級
課
程)

不
動
産
取
得
税
の

軽
減
に
つ
い
て
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(
固
定
資
産
評
価
額
の
２
分
の
１

が
控
除
さ
れ
ま
す)

２
．
住
宅
用
土
地
の
減
額

　

（
１
）
土
地
を
取
得
し
た
日
か

ら
３
年
以
内
に
住
宅
部
分
の
床
面

積
が
50
㎡
以
上
２
４
０
㎡
以
下
の

住
宅
を
新
築
し
た
場
合

　

（
２
）
土
地
を
取
得
し
た
日
か

ら
１
年
以
内
に
住
宅
部
分
の
床
面

積
が
50
㎡
以
上
２
４
０
㎡
以
下

で
、
新
築
年
が
昭
和
57
年
１
月
１

日
以
降
の
中
古
住
宅
を
取
得
し
、

取
得
者
自
身
が
当
該
住
宅
に
居
住

す
る
場
合

《
住
宅(

戸
建
て
住
宅･

マ
ン
シ
ョ

ン

：

た
だ
し
別
荘
は
除
き
ま
す)

に
対
す
る
軽
減
》

３
．
新
築
住
宅
の
特
例
措
置

　

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
以

上
２
４
０
㎡
以
下
の
住
宅
を
新
築

し
た
場
合
、
課
税
対
象
額(

評
価

額)

か
ら
一
定
額
が
控
除
さ
れ
ま

す４
．
中
古
住
宅
の
特
例
措
置

　

中
古
住
宅
の
特
例
適
用
要
件
を

満
た
し
た
住
宅
で
、
新
築
さ
れ
た

年
月
日
に
よ
り
固
定
資
産
評
価
額

か
ら
一
定
額
が
控
除
さ
れ
ま
す

《
そ
の
他
の
軽
減
措
置
》

５
．
東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
る

災
害
減
免
等

　

（
１
）
東
日
本
大
震
災
な
ど
に

よ
り
被
災
し
、
そ
の
代
替
家
屋･

そ
の
家
屋
の
代
替
土
地
を
取
得
し

た
場
合

　

（
２
）
家
屋･

土
地
を
取
得
後

1
年
以
内
に
そ
の
家
屋･

土
地
が

東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ
り
滅

失
、
全･

半
壊
し
た
場
合

６
．
そ
の
他
の
軽
減

・
公
共
事
業
に
伴
う
代
替
不
動
産

を
取
得
し
た
場
合

・
法
人
が
茨
城
県
内
に
特
定
の
業

種
に
供
す
る
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
新
設
ま
た
は
増
設
し
、
そ
こ

で
働
く
従
業
員
が
５
人
以
上
増
加

し
た
場
合(

産
業
活
性
化
条
例
に

基
づ
く
控
除)

【
問
い
合
わ
せ
】

水
戸
県
税
事
務
所　

課
税
第
二
課

☎
０
２
９

－

２
２
１

－

４
８
２
０

県
税
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ib
a
ra
k
i.

jp
/b
u
k
y
o
k
u
/so
u
m
u
/z
e
im
u
/

zeim
u
.h
tm

【
訓
練
科･

募
集
人
員
】

自
動
車
整
備
科　

15
名
程
度

建
築
シ
ス
テ
ム
科　

12
名
程
度

【
願
書
受
付
期
間
】

９
月
24
日(

月)

〜
10
月
５
日(

金)　

必
着

【
試
験
日
】

10
月
12
日(

金)

【
試
験
科
目
】

数
学
Ⅰ
、
面
接

【
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ
】

県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院

水
戸
市
下
大
野
町
６
３
４
２

☎
０
２
９

－

２
６
９

－

２
１
６
０

【
主
催
】

全
国
高
等
学
校
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会
実
行
委
員
会

【
共
催
】

笠
間
市･

笠
間
市
教
育
委
員
会

【
日
時
】

10
月
28
日(

日)

受
付　

午
前
８
時
30
分
〜

検
量　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

開
会
式　

午
前
10
時
〜

開
始　

午
前
10
時
30
分
〜

【
会
場
】

茨
城
県
立
笠
間
高
等
学
校

笠
間
市
笠
間
１
６
６
８

【
出
場
資
格
】

日
本
国
の
高
等
学
校
に
在
学
中
の

生
徒
で
年
齢
が
20
歳
以
下(

学
生

証
の
コ
ピ
ー
添
付)

※
高
等
専
門

学
校
に
お
い
て
は
、
３
学
年
ま
で

に
限
る
。

【
競
技
ク
ラ
ス
】

《
個
人
の
部
》

男
子
の
部　

右
腕
左
腕
と
も

･

60
㌔
以
下
級

･

70
㌔
以
下
級

･

80
㌔
以
下
級

･

80
㌔
超
級

女
子
の
部　

右
腕
左
腕
と
も

･

55
㌔
以
下
級

･

55
㌔
超
級

《
団
体
の
部
》

※
チ
ー
ム
編
成
は
同
一
高
校
に
限

る

※
体
重
の
軽
い
順
に
競
技
を
行
う

※
２
名
で
の
参
加
は
認
め
な
い

男
子
の
部　

右
腕
左
腕
と
も

１
チ
ー
ム
３
名　

３
名
の
合
計
体

重
２
２
０
㌔
以
下

女
子
の
部　

右
腕
の
み

１
チ
ー
ム
３
名　

体
重
制
限
な
し

【
競
技
ル
ー
ル
】

日
本
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
連
盟
競

技
ル
ー
ル
及
び
大
会
特
別
ル
ー
ル

Ｗ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン(

本
選
及

び
敗
者
復
活
戦
と
も
負
け
る
と
敗

退)

【
参
加
料
】

１
，
０
０
０
円(

一
人
当
た
り)

昼
食･

保
険
代
含
む

【
申
込
方
法
】
所
定
の
出
場
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
護

者
の
署
名
及
び
承
諾
印
を
押
印
の

う
え
、
出
場
料
を
添
え
て
現
金
書

留
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
後
の
参
加
料
は
返
金

で
き
ま
せ
ん
。

【
申
込
締
切
】

10
月
17
日(

水)

必
着

10
月
24
日(

水)

ま
で
に
決
定
通

知
が
届
か
な
い
方
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

笠
間
市
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
２
９
６

－

77

－

１
１
０
１

大
会
当
日
の
連
絡
先

☎
０
９
０

－

２
４
５
２

－

９
４
３
５

平
成
25
年
度　

推
薦
入
学

選
考
試
験
に
よ
る
学
院
生
募
集

全
国
高
等
学
校
ア
ー
ム

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
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【問い合わせ】

健康増進課 ( 四季健康館内 )　☎：48-0221
小川保健相談センター　　　☎：58-1411
玉里保健相談センター　　　☎：48-1111( 内線 3310･3311)

　市では、特定健診を受けた４０～７４歳の国民健康保険の方でメタボリックシンドロームが心

配な方を対象に継続的な健康づくり支援として特定保健指導を実施しています。

今年対象になった方は、生活習慣を見直す絶好のチャンスです！！今年対象になった方は、生活習慣を見直す絶好のチャンスです！！

しかし、ご安心ください

どんなことをするの？

メタボリックシンドロームは内臓脂肪さえ減らせば解決します！！

昨年受けていただいた方の２人に１人が効果を実感

　　　　最大体重－８kg、腹囲－８cm

医師・保健師・健康運動指導士・管理栄養士が

あなたの健康づくりを応援します。

健診結果をそのままにしちゃもったいないですよね。

自分の身体を理解し、メタボリックシンドロームを解消しましょう。

１　結果説明会

２　目標設定

３　グループ支援

医師や管理栄養士が健診結果や日常生活、食生活について
わかりやすく説明をします。

自分にあった運動と食事の目標を立てます。
ひとりで頑張れる方は、自分で、運動と食事で改善できることから始めます。

ひとりではどうやったらいいか良く分からない方は、市の特定保健指導へ参加。

( 市で実施している特定健康保健 )

ロンドンオリンピック選手の指導にあたっている健康運動指導士（管
理栄養士）が皆さんの運動や食事について、３カ月にわたり楽しく支
援します。

食事運動
脂肪を燃焼する有酸

素運動と脂肪を燃焼

しやすい体にする

筋力トレーニングを

実施します。

メタボリック

シンドローム

を寄せつけな

い食習慣を身

につけます。
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なぜ特定保健指導が必要なの？

対象になる人はどんな人？

メタボリックシンドローム (内臓脂肪症候群 )を標的とした対策が
有効と考えられる３つの根拠

　血管障害を起こした方のほとんどが、３０～４０歳代にＢＭＩ２５以上・腹囲が大きくなり、４０歳代

後半～５０歳で中性脂肪が高くなったり高血圧に、その後、高血糖、高尿酸等が出てきて、５０代後半で

脳梗塞や心筋梗塞を起こしているという報告があります。生活習慣をできることから見直し、肥満を解消

して脳卒中や心疾患を予防しましょう。

①＋②～④の内１つ以上該当する方

①　腹　囲（おへそまわり）
　　　男性　８５cm以上　女性　９０cm以上　または　ＢＭＩ ２５以上

②　血清脂質
　　　中性脂肪　１５０mg/㎗以上　または　ＨＤＬコレステロール　４０mg/㎗未満

③　血　圧
　　　収縮期（最高）血圧１３０mmＨｇ以上　または　拡張期（最低）血圧８５mmＨｇ以上

④　血　糖
　　　Ｈｂ１ｃ　５．２％以上

＋

けんこうビューけんこうビュー
特定保健指導特定保健指導
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市内各施設における環境放射線モニタ測定結果市内各施設における環境放射線モニタ測定結果

単位：マイクロシーベルト／時

　平成２３年３月１１日に発生した
東北地方太平洋沖地震に伴う原子力
発電所の事故により放出された放射
性物質による環境の汚染への対処に
関する特別措置法｣ の除染基準 ｢毎
時０．２３マイクロシーベルト｣ を
超える施設はありませんでした。
※除染基準の測定値は、保育園 ･幼
稚園 ･小学校等では地上５０㎝、そ
の他の施設では１m

　３１回目の測定において、市内各施設では 0.109 ～ 0.220 マイクロシーベルト／時の測定結果が出ました。市では、追
加被ばく線量 ｢年間 1ミリシーベルト以下｣ を目指して放射線対策に取り組んでいます。追加被ばくの考え方としては、
国により０．２３マイクロシーベルト ( 地上高１m) とされています。

　市内の各施設において、ガンマ線の空間線量を測定した結果は以下のとおりです。なお、保育園 (所 )･ 幼稚
園 ･小学校 ･運動公園の子ども広場は地表より５０ｃｍ、それ以外の施設は１ｍの位置で測定しています。
※測定には ｢ＰＡ－１０００　Ｒａｄｉ (株式会社　堀場製作所 )｣ を使用しています。
※今後も定期的な測定を行い、広報紙、ホームページにて公表するほか、市内各庁舎にも結果を張り出します。
なお、市ホームページにはより詳しい情報が掲載されています。　http://city.omitama.lg.jp/

保育園
保育所

30 回目 31 回目

施設名称
測定日 測定日

測定結果 測定結果

ひばり
保育園

7月 18 日 8 月 1 日

0.125 0.119

すずらん
保育園

7月 18 日 8 月 1 日

0.118 0.112

さくら
保育園

7月 18 日 8 月 1 日

0.122 0.120

さくら第２
保育園

7月 18 日 8 月 1 日

0.129 0.139

納場
保育園

7月 18 日 8 月 1 日

0.133 0.125

ミーム
保育園

7月 18 日 8 月 1 日

0.158 0.162

羽鳥
保育所

7月 18 日 8 月 1 日

0.173 0.177

太陽
保育園

7月 18 日 8 月 1 日

0.134 0.137

四季の杜
保育園

7月 18 日 8 月 1 日

0.129 0.129

玉里
保育園

7月 18 日 8 月 1 日

0.134 0.134

玉里第二
保育園

7月 18 日 8 月 1 日

0.108 0.109

小学校 30 回目 31 回目

施設名称
測定日 測定日

測定結果 測定結果

小川
小学校

7月 18 日 7 月 31 日

0.112 0.114

野田
小学校

7月 18 日 7 月 31 日

0.131 0.123

上吉影
小学校

7月 18 日 8 月 1 日

0.143 0.142

下吉影
小学校

7月 18 日 8 月 1 日

0.176 0.165

橘
小学校

7月 17 日 8 月 1 日

0.133 0.131

竹原
小学校

7月 18 日 8 月 1 日

0.134 0.138

羽鳥
小学校

7月 18 日 8 月 1 日

0.172 0.174

堅倉
小学校

7月 17 日 7 月 31 日

0.114 0.113

納場
小学校

7月 18 日 8 月 1 日

0.121 0.119

玉里
小学校

7月 18 日 8 月 1 日

0.132 0.142

玉里北
小学校

7月 18 日 8 月 1 日

0.143 0.143

玉里東
小学校

7月 18 日 7 月 31 日

0.144 0.139

幼稚園 30 回目 31 回目

施設名称
測定日 測定日

測定結果 測定結果

元気っ子
幼稚園

7月 18 日 7 月 31 日

0.176 0.173

竹原
幼稚園

7月 18 日 8 月 1 日

0.143 0.144

羽鳥
幼稚園

7月 18 日 8 月 1 日

0.137 0.142

堅倉
幼稚園

7月 18 日 8 月 1 日

0.138 0.142

納場
幼稚園

7月 18 日 8 月 1 日

0.128 0.128

玉里
幼稚園

7月 18 日 8 月 2 日

0.153 0.148

美野里
幼稚園

7月 18 日 8 月 1 日

0.136 0.138

ルンビニー
学園幼稚園

7月 18 日 8 月 1 日

0.115 0.112

運動施設 30 回目 31 回目

施設名称
測定日 測定日

測定結果 測定結果

小川
運動公園

7月 18 日 8 月 1 日

0.141 0.153

小川Ｂ＆Ｇ
海洋センター

7月 18 日 8 月 1 日

0.125 0.140

中根野球場
7月 18 日 8 月 1 日

0.109 0.112

下吉影
薬師台球場

7月 18 日 8 月 1 日

0.150 0.169

野田野球場
7月 18 日 8 月 1 日

0.121 0.126

希望ヶ丘
公園

7月 18 日 8 月 1 日

0.191 0.180

改善
センター

7月 18 日 8 月 1 日

0.148 0.128

羽鳥
運動広場

7月 18 日 8 月 1 日

0.223 0.220

納場
運動広場

7月 18 日 8 月 1 日

0.183 0.173

堅倉
運動広場

7月 18 日 8 月 1 日

0.156 0.161

ふれあい
運動広場

7月 18 日 8 月 1 日

0.157 0.161

玉里
運動公園

7月 18 日 8 月 1 日

0.166 0.173

公園 30 回目 31 回目

施設名称
測定日 測定日

測定結果 測定結果

東平
児童公園

7月 17 日 8 月 1 日

0.169 0.176

仲丸池公園
7月 17 日 8 月 1 日

0.145 0.146

堅倉
わんぱく公園

7月 17 日 8 月 1 日

0.147 0.157

羽木上
森林公園

7月 17 日 8 月 1 日

0.170 0.185

横町公園
7月 17 日 8 月 1 日

0.128 0.133

玉里
ふれあい公園

7月 17 日 8 月 1 日

0.147 0.156

四季の里
芝生広場

7月 18 日 8 月 2 日

0.165 0.169

中学校 30 回目 31 回目

施設名称
測定日 測定日

測定結果 測定結果

小川南
中学校

7月 18 日 8 月 1 日

0.124 0.127

小川北
中学校

7月 18 日 8 月 1 日

0.109 0.110

美野里
中学校

7月 18 日 8 月 1 日

0.118 0.161

玉里
中学校

7月 18 日 8 月 1 日

0.133 0.130

給食センター 30 回目 31 回目

施設名称
測定日 測定日

測定結果 測定結果

小美玉学校
給食センター

7月 17 日 7 月 31 日

0.122 0.123

玉里学校
給食センター

7月 17 日 7 月 31 日

0.141 0.134庁舎 30 回目 31 回目

施設名称
測定日 測定日

測定結果 測定結果

本庁
7月 18 日 8 月 2 日

0.123 0.127

小川総合支所
7月 18 日 8 月 1 日

0.113 0.115

玉里総合支所
7月 18 日 8 月 1 日

0.129 0.127

小川文化センター

( アピオス )
7 月 18 日 7 月 31 日

0.109 0.111

生涯学習センター

コスモス
7月 18 日 7 月 31 日

0.161 0.149

やすらぎの里
小川

7月 18 日 8 月 1 日

0.148 0.151

単位：マイクロシーベルト／時

【問い合わせ】 環境課　放射線対策統括室　☎：48-1111( 内線 1146・1147)
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サ
ル
ビ
ア
の
蜜
吸
う
蝶
に
寄
る
ト
カ
ゲ
片か

た
え枝
に
カ
ラ
ス
の
ひ
そ
む
を
知
ら
ず

ゼ
ロ
歳
の
孫
英
語
の
う
た
に
合
わ
せ
つ
つ
玉
の
汗
し
て
腰
ふ
り
踊
る

野　

村　

美
智
子

松　

島　

知　

子

福　

田　

智　

子

皆　

藤　

豊　

子
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特特
色
あ
る
地
域
づ
く
り

色
あ
る
地
域
づ
く
り

☆
大
切
な
の
は
率
先
し
て
や
る
気
持
ち

☆
無
理
せ
ず
、
や
れ
る
こ
と
を
や
る

～
新
田
木
谷
地
区
～

～
新
田
木
谷
地
区
～

　

新
田
木
谷
地
区
の
山
口
さ
ん(

上
写
真)

は
、
新
田
木
谷
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
住
み
、
毎
日
の
よ
う
に
セ

ン
タ
ー
内
に
作
成
し
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン(

ゴ
ー
ヤ)

に
水
を

や
っ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
昨
年
か
ら
作
り
始
め
、

今
年
は
セ
ン
タ
ー
の
横
面
す
べ
て
を
覆
え
る
ほ
ど
の
も
の
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
内
は
外
と
比
べ
て

５
℃
近
く
も
気
温
が
下
が
り
、
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

行
え
た
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
新
田
木
谷
地
内
に
は

｢

か
し
て
つ
バ
ス｣

の
四
箇
村
駅

(

バ
ス
停
留
所)

が
あ
り
ま
す
。

他
の
ど
の
バ
ス
停
に
も
簡
単
な

日
よ
け
と
小
さ
い
ベ
ン
チ
が
あ

り
ま
す
が
、
四
箇
村
駅
は
周
辺

が
清
掃･

除
草
さ
れ
、
白
バ
ラ

や
山
ゆ
り
で
キ
レ
イ
に
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

は
夏
ら
し
く
風
鈴
が
涼
や
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
地
区
と
し
て
全
戸
で

市
の
資
源
回
収
事
業
に
協
力
し
、
古

新
聞･

雑
誌･

ダ
ン
ボ
ー
ル･

ア
ル

ミ
缶･

ビ
ン
類
を
各
家
庭
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
び
入

れ
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
資
金

は
地
区
の
施
設
整

備
な
ど
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
今

年
の
目
標
額
は

10
万
円
を
目
指
し

て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

四
箇
村
駅
の
整
備
に
は
、
高
齢
者
組
織

｢

新
田
木
谷
ほ
の

ぼ
の
会｣

(

会
員
27
名)

が
毎
月
第
一
日
曜
日
を
作
業
日
と
し

て
努
め
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
活
動
で
区
民
が
日
々
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
地
域
に
絆
が
生
ま
れ
、
22
年
に
は
市
民
体
育

祭
に
初
出
場
し
、
準
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。｢

こ
の
結
果
は
、

区
の
皆
さ
ん
の
ま
と
ま
り
が
生
ん
だ
結
果
で
す｣

と
の
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
整
備
さ
れ
た
四
箇
村
駅
に
は
夕
刻

に
な
る
と
涼
み
に
来
る
方
も

い
る
よ
う
で
、
地
域
の
憩
い

の
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

こ
う
し
た
地
区
の
活
動
に

自
主
的
に
関
わ
っ
て
い
く
ポ

イ
ン
ト
と
し
て

｢

無
理
せ
ず
、

や
れ
る
こ
と
を
や
れ
る
時
に

や
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す｣

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

田木谷地区まちづくり同好会田木谷地区まちづくり同好会
　田木谷地区まちづ

くり同好会は、国道

３５５号、四箇村駅か

らコメリまでの約１．７

ｋｍの道路里親になっ

ています。里親は管理

者である県にかわって、

道路のゴミ拾いや花壇

の手入れなどを行い、

地域の環境美化に取り

組んでいます。

ま
ち
づ
く
り
組
織
認
定

ま
ち
づ
く
り
組
織
認
定

【問い合わせ】☎：４８－１１１１

記事について　　　　　　秘書広聴課 ( 内線 1221)

まちづくり組織について　地域振興課 ( 内線 1134)

田
木
谷
区(

中
島
淨
区
長)

は
、
国
道

３
５
５
号
に
面
す
る
60
戸
ほ
ど
の
行
政
区
で

す
。
市
外
か
ら
転
入
し
て
き
た
住
民
が
多
く
、
区

全
体
の
95
％
を
占
め
ま
す
。
北
は
北
海
道
、
南
は

九
州
か
ら
多
く
の
人
が
移
り
住
ん
で
い
る
新
田
木

谷
区
で
す
が
、
区
で
行
わ
れ
る
活
動
に
は
多
く
の

区
民
が
参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
長
く
地
元
に

住
み
皆
が
顔
見
知
り
、
と
い
う
状
況
で
は
な
い
中
、

ど
の
よ
う
に
活
動
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

新




